P30-31［古典入門］

［歴史的かなづかいと五十音図］

　古文を読むときどうしても必要になってくるのが「歴史的かなづかい」の知識である。まず、左の五十音図の空欄に適切な文字を入れなさい。

　　　　　　　ア段　　イ段　　ウ段　　エ段　　オ段

　　　　　　　ａ　　　ｉ　　　ｕ　　　ｅ　　　ｏ

ア行　ａ　　　あ　　　い　　　う　　　え　　　お

ヤ行　ｙ　［　　　］　い　［　　　］　え　［　　　］
ワ行　ｗ　［　　　］　ゐ　　　う　　　ゑ　［　　　］
　右の表の「ゐ」「ゑ」は現在では使わないが、古典ではよく出てくる文字である。何回も練習しよう。

　ゐ→［　　　］　［　　　］　［　　　］　［　　　］　［　　　］

　ゑ→［　　　］　［　　　］　［　　　］　［　　　］　［　　　］

［歴史的かなづかいの読み方］

　次の⑴～⑶の原則に従って、後の①〜⑩を現代かなづかいに直して読んでみよう。
原則⑴　ａ「ゐ・ゑ・を」→「イ・エ・オ」と読む。
　　　　ｂ「ぢ・づ」　　→「ジ・ズ」と読む。

　　　　ｃ「くわ・ぐわ」→「カ・ガ」と読む。

原則⑵　「は・ひ・ふ・へ・ほ」
　　　語の最初にきた場合→「ハ・ヒ・フ・ヘ・ホ」と読む。

　　　それ以外の場合→「ワ・イ・ウ・エ・オ」と読む。

原則⑶　母音（上の表の「あいうえお」）が続く場合
　　　　ａ「あう」→「オー」（おう）と読む。

　　　　ｂ「いう」→「ユー」（ゆう）と読む。

　　　　ｃ「えう」→「ヨー」（よう）と読む。

［例］やうす　（ ようす ）

①ゐる（居る）　（　　　　　　）　　②こゑ（声）　（　　　　　　）

③をかし　　　　（　　　　　　）　　④ふぢ（藤）　（　　　　　　）

⑤しづく（滴）　（　　　　　　）　　⑥くわじ（火事）（　　　　　　）
⑦ぐわん（願）　（　　　　　　）　　⑧さうし（草子）（　　　　　　）

⑨あはれ　　　　（　　　　　　）　　⑩まうす（申す）（　　　　　　）

［月の呼び名］

　古典の世界では、月の満ち欠けを基準にして一年を数えていた（太陰暦とか陰暦という）。皐月（さつき＝五月）や師走（しわす＝十二月）は、だれもが聞いたことがあるだろう。次の表に月の古い呼び名を、後の語群から選んで書き入れよう。

春

一月　むつき　　［　　　　　］
二月　きさらぎ　如月

三月　やよい　　［　　　　　］
夏

四月　うづき　　［　　　　　］
五月　さつき　　皐月

六月　みなづき　［　　　　　］
秋

七月　ふづき（ふみづき）　文月

八月　はづき　　［　　　　　］
九月　ながつき　［　　　　　］
冬

十月　　かんなづき（かみなづき）　［　　　　　］
十一月　しもつき　［　　　　　］
十二月　しわす　師走

葉月　　弥生

卯月　　長月

睦月　　水無月

霜月　　神無月

［十　二　支］

　昔の人は十二支を用いて方位や時刻を表した。次の空欄に十二支の読みを現代かなづかいで答えなさい。

子　［　　　　］　　丑　［　　　　］
寅　　とら　　　　　卯　う

辰　［　　　　］　　巳　［　　　　］
午　［　　　　］　　未　ひつじ

申　　さる　　　　　酉　［　　　　］
戌　［　　　　］　　亥　［　　　　］
［小倉百人一首］

　次の――線部①は方角を、⑤は何月かを書きなさい。また、―線部②〜④を現代かなづかいに直しなさい。
わがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いほ),庵)は　都の①たつみ　しかぞすむ

　　世を②うぢ山と　人は③いふなり　（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),喜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せん),撰)法師）

〔歌意＝私の粗末な家は都のたつみにあり、心静かに暮らしているが、世の中がつらくてこの宇治山にすんでいると人は言っているらしい。〕

いまこむと　④いひしばかりに　⑤長月の

　　ありあけの月を　待ちいでつるかな（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),素)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),性)法師）

　〔歌意＝すぐに行きます、とあなたがおっしゃったばかりに、長月の長い夜を有明の月が見える朝方まで待ってしまいましたよ。〕

①［　　　　　　］②［　　　　　　］③［　　　　　　］
④［　　　　　　］⑤［　　　　　　］

【解答】

歴史的かなづかいと五十音順

ヤ行　（上から順に）や・ゆ・よ

ワ行　（上から順に）わ・を

歴史的かなづかいの読み方

①いる　②こえ　③おかし　④ふじ　　⑤しずく

⑥かじ　⑦がん　⑧そうし　⑨あわれ　⑩もうす
月の呼び名

一月＝睦月　三月＝弥生　四月＝卯月　六月＝水無月

八月＝葉月　九月＝長月　十月＝神無月　十一月＝霜月

十二支

子＝ね　丑＝うし　辰＝たつ　巳＝み

午＝うま　酉＝とり　戌＝いぬ　亥＝い

小倉百人一首

①東南（南東）　②うじ　③いう　④いい　⑤九月

